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め,支 台歯金型 を用いて実験 を行った。

【方 法】CAD/CAM装 置 として,CCDカ メラに

よる計測方式のCEREC3,レ ーザーによる計測

方式のDECSY,GN-1,接 触型 プローべ による

計測方式のCadimの4種 類 を用いた。 まず支台

歯金型をシリコーン印象材で印象採得 し,超 硬質

石膏 を注入 して歯型 を製作 した。なお歯型は各条

件5個 ずつ製作 した。次に歯型 をCAD/CAM装 置

で計測 し,デ ーターをコンピーターに取 り込んだ

後セラミックブロックを切削加工 して試料のコー

ピングを製作 した。完成 したコーピングは,レ プ

リカ法により,金 型への適合精度を辺縁部から咬

合面中央部までの9か 所について計測 した。

【結果 と考察】接触型プローベによる計測方法で

作製 したコーピングはすべての計測部位で最も良

好な値を示 し,特 にシャンファー中央部,軸 面 と

咬合面の隅角部,咬 合面中央部で顕著であった。

どの計測方法で作製 したコーピングも,歯 頸部の

適合精度は80μm以 下 と,臨 床的には十分応用可

能な値 を示 した。レーザーによる計測方法で作製

したコーピングは,シ ャンファー中央部,軸 面 と

咬合面の隅角部において間隙が大きくなる傾向が

認められた。CAD/CAM装 置の違いによりコーピ

ングの適合精度に差がでたのは,歯 型の計測方法

の違いが大きく影響 したものと考えられた。

5)CAD/CAM装 置の計測方法の違いがクラウ

ンの適合精度に及ぼす影響
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【目 的】近年歯科臨床領域でもCAD/CAMの 応

用が進み,オ ールセラミッククラウンのコーピン

グを作製する方法が普及している。CAD/CAM装

置でクラウンを製作す るためには,ま ず支台歯を

計測す る必要がある。その方法には幾つかの種類

があり,ク ラウンの適合精度にも影響を及ぼすと

考えられるが,そ れについて言及した研究は見当

たらない。そこで今回,CAD/CAM装 置の計測方

法がクラウンの適合精度に及ぼす影響を調べるた
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